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みみチャンネル

９月議会

長
友
市
長
は
公
約
実
現
に

具
体
的
行
動
を
!!

九
月
議
会
で
は
、
助
役
と
教
育
長
が
選
任
さ
れ

て
、
長
友
市
政
推
進
の
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
最

近
の
選
挙
戦
で
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
導
入
へ
の
動

き
が
盛
ん
で
す
。
公
約
は
有
権
者
と
候
補
者
と
の

契
約
で
す
。
九
月
議
会
、
十
四
年
度
決
算
の
認
定

が
主
な
審
議
事
項
で
し
た
が
、
元
気
派
市
民
の
会

は
、
長
友
市
長
が
「
借
金
の
早
期
返
済
」
、「
無
駄
、

無
理
な
箱
物
行
政
の
見
直
し
」
と
い
う
公
約
実
現

に
対
し
、
昨
年
七
月
か
ら
ど
の
よ
う
に
努
力
し
て

き
た
か
を
審
議
の
観
点
と
し
ま
し
た
。
結
果
、
実

施
計
画
見
直
し
も
あ
い
ま
い
で
、
市
政
運
営
の
改

善
点
が
掴
め
な
い
十
四
年
度
決
算
に
は
反
対
し
ま

し
た
。
男
性
助
役
一
名
の
提
案
に
は
、
職
員
を
束

ね
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
行
政
内
部
の
登
用

も
必
要
と
考
え
助
役
人
事
に
賛
成
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
市
長
公
約
の
女
性
助
役
提
案
は
果
た
さ
れ

ず
、
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
予
算
編
成
方
針

は
十
月
に
出
さ
れ
ま
す
。
新
体
制
も
整
い
、
市
政

へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
長
公
約
の
具

体
策
は
何
か
、
優
先
事
業
は
何
か
、
子
ど
も
た
ち

に
無
用
な
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
誰
も
が
わ
か
る
市
長

の
実
現
し
た
い
改
革
の
全
容
を
、
そ
ろ
そ
ろ
市
民

の
前
に
具
体
的
に
示
す
べ
き
で
す
。
決
算
に
対
す

る
詳
し
い
見
解
は
二
ペ
ー
ジ
か
ら
で
す
。

是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。

調
布
市
議
会
議
員　

大
河
み
と
こ

市
民
に
開
か
れ
た

  

議
会
改
革
を
目
指
し
て

「
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
と
「
議
会
の
活
性
化
」
を
目
的
と
し
た

議
会
改
革
協
議
会
（
前
号
に
記
事
掲
載
）
は
、
協
議
会
実
施
要
領
も
設
け

ら
れ
、
各
会
派
の
改
革
案
を
参
考
に
、
検
討
事
項
の
優
先
順
位
を
討
議
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
、「
議
会
で
傍
聴
で
き
な
い
人
の
た
め
に
」
と
し
て
市

民
か
ら
出
さ
れ
た
、
Ｆ
Ｍ
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
議
会
中
継
の
陳

情
も
検
討
事
項
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
会
中
継
の
条
件
と
し
て
、

「
質
問
時
間
の
制
限
」
や
「
代
表
質
問
で
き
る
会
派
人
数
を
三
名
以
上
と
す

る
」
と
い
う
会
派
提
案
も
あ
り
、
こ
れ
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
一
人
会
派
の

「
元
気
派
市
民
の
会
」は
市
長
の
所
信
表
明
に
対
し
て
質
問
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
市
民
の
声
を
届
け
る
議
員
が
、
所
属
す
る
政
策
集
団
の
人
数
で

発
言
制
限
を
受
け
る
の
で
す
。
定
数
削
減
で
、
議
員
一
人
の
責
任
が
よ
り

重
く
な
っ
た
今
、
民
意
が
よ
り
反
映
さ
れ
る
議
会
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
改

革
で
す
。
私
は
「
決
算
・
予
算
の
特
別
委
員
会
の
早
期
設
置
」、「
財
政
と

政
策
を
一
体
と
し
て
議
論
す
る
場
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

（
元
気
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
会
派
改
革
案
一
覧
表
を
掲
載
中
）　
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み
と
こ
の
議
会
レ
ポ
ー
ト

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

起
立
多
数
で
可
決

元
気
派
市
民
の
会・

反
対

【
元
気
派
の
討
論
】
市
長
の
主
な
公
約
は

「
開
発
優
先
か
ら
市
民
の
く
ら
し
を
大
切
に

す
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換
」
、「
市
の
財
政

改
革
の
推
進
」
で
し
た
。
決
算
を
公
約
に
当

て
は
め
な

が
ら
審
議

し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
明
確

な
方
針
が

見
出
せ
な

か
っ
た
の

で
反
対
し

ま
し
た
。

財
政
改
革
の
基
本
と
な
る
財
政
情
報

に
対
し
的
確
な
認
識
を
欠
く
決
算
に

異
議
あ
り
！

決
算
は
事
実
で
す
。
十
四
年
度
の
収
支

は
十
七
億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

事
業
推
進
の
為
に
借
金
し
た
市
債
総
額
は

二
十
二
億
円
で
、
実
質
は
赤
字
で
す
。
今
回

の
決
算
で
は
、
借
金
も
収
入
と
見
な
す
現

金
主
義
の
マ
ジ
ッ
ク
で
出
さ
れ
た
経
常
収

支
比
率
87.8
％
と
い
う
数
字
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
本
来
な
ら
従
来
の
計
算
式
で
出
さ

れ
た
92.4
％
と
い
う
財
政
事
実
を
羅
針
盤
に

し
て
、
行
革
目
標
の
80
％
台
の
計
数
を
超

え
た
現
状
を
市
の
財
政
の
硬
直
化
と
認
識

す
べ
き
で
す
。
借
金
し
た
現
金
を
積
み
、
基

金
が
増
え
た
と
い
う
見
解
も
疑
問
で
す
。

財
政
改
革
断
行
と
い
う
市
長
公
約
実
現
の

大
前
提
は
、
財
政
事
実
の
正
し
い
認
識
で

す
。
今
ま
で
の
事
業
を
見
直
し
、
新
し
い
事

業
へ
の
財
源
確
保
を
図
る
事
が
財
政
基
盤
確

立
か
ら
も
優
先
課
題
で
す
。
基
本
方
針
を
明

確
に
せ
ず
、
各
事
業
評
価
や
二
次
評
価
を
重

ね
て
も
無
意
味
で
す
。
今
後
、
市
は
す
べ
て

の
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
と
し
て
い

ま
す
。
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
が
作
成
さ
れ
、

議
員
コ
ス
ト
も
一
千
五
百
万
円
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。
決
算
審
査
の
資
料
と
し
て
、
市
の

財
政
状
況
を
共
通
認
識
で
き
る
財
政
白
書
を

作
成
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
決
算
の
反

対
討
論
の
全
文
は
元
気
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
中
で
す
。

調
布
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
会
一
致
で
可
決

元
気
派
市
民
の
会・

賛
成

ご
み
を
有
料
化
す
る
た
め
の
条
例
改
正
の

提
案
で
し
た
。
条
例
賛
成
す
る
と
、
調
布
市
民

に
独
自
の
増
税
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
苦

慮
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
ご
み
焼
却
施
設

建
設
を
目
前
に
控
え
、
ご
み
の
減
量
と
、
施
設

規
模
を
小
さ
く
す
る
努
力
が
、
環
境
負
荷
の
軽

減
や
、
建
設
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
な
る
と
考

え
、
条
例
改
正
に
賛
成
し
ま
し
た
。

若
者
の
雇
用
確
保
に
政
府
と
し
て

全
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書

賛
成
少
数
で
不
採
択

元
気
派
市
民
の
会・

反
対

不
況
の
中
で
は
、
雇
用
確
保
は
若
者
だ

け
で
な
く
、
家
族
を
抱
え
た
失
業
者
、
高

齢
者
、
女
性
な
ど
広
く
社
会
問
題
化
し
て

い
ま
す
。
様
々
な
年
代
の
雇
用
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い
る
状
況
か
ら
は
、
労
働
形
態

の
あ
り
方
な
ど
総
合
的
な
政
策
を
求
め
る

べ
き
だ
と
考
え
反
対
し
ま
し
た
。

犯
罪
防
止
の
た
め
の
治
安
対
策
の

強
化
を
求
め
る
意
見
書

起
立
多
数
で
可
決

元
気
派
市
民
の
会・

反
対

治
安
の
維
持
は
国
民
に
と
っ
て
最
大
の

福
祉
で
あ
る
と
し
、
政
府
に
治
安
の
回
復
を

強
く
要
求
し
た
意
見
書
で
、
外
国
人
犯
罪
の

増
加
か
ら
入
国
問
題
も
取
り
上
げ
、
よ
り
厳

し
い
措
置
や
、
増
加
す
る
少
年
犯
罪
へ
の
対

策
な
ど
も
求
め
て
い
ま
す
。
治
安
対
策
は
必

要
で
す
が
、
全
て
を
ひ
と
く
く
り
に
進
め
る

こ
と
は
監
視
社
会
へ
と
繋
が
る
危
惧
も
あ

り
、
治
安
対
策
は
、
よ
り
慎
重
に
対
処
す
べ

き
問
題
と
考
え
て
反
対
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
市
議
会

第
三
回
定
例
会

九
月
九
日
～
二
十
四
日
（
十
六
日
間
）

市
長
公
約
の
財
政
改
革
・「
箱
物
行
政
」
の
見
直
し

の
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
十
四
年
度
決

算
の
認
定
に
対
し
二
会
派
が
反
対

☆
気
候
不
順
で
す
が
食
欲
は
順
調
。
秋
で
す
。
栗
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
林
檎
、
そ
う
そ
う
秋
刀
魚
も
美
味
し
い
。
み
み
太
の
よ
う
に
七
輪
で
焼
い
た
秋
刀
魚
を
食
べ
て
み
た
い
な
。（
み
と
こ
）
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都
内
各
自
治
体
に
お
い
て
さ
ら
な
る

一
般
競
争
入
札
制
度
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

起
立
少
数
で
否
決

元
気
派
市
民
の
会・
反
対

今
は
企
業
に
対
し
、
エ
コ
商
品
の
購
入

や
、
社
員
の
男
女
比
ま
で
、
企
業
の
公
正
・

倫
理
観
な
ど
も
入
札
の
条
件
に
加
味
さ
れ

る
時
代
で
す
。
ま
た
、
事
業
に
つ
い
て
の
提

案
を
総
合
評
価
す
る
な
ど
入
札
制
度
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
単
に
コ
ス
ト
面
に
し

ぼ
っ
た
一
般
競
争
入
札
の
拡
充
は
妥
当
で

な
い
と
考
え
、
反
対
し
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
十
四

年
度
決
算
に
対
し
、
次
の
点
を
課
題
と
し

て
指
摘
し
、
要
望
も
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

元
気
派
市
民
の
会・

反
対

●
市
が
監
理
団
体
に
指
定
し
て
い
る
団
体
、

例
え
ば
、
公
共
施
設
管
理
公
社
な
ど
の

経
営
状
況
が
現
状
で
は
把
握
し
に
く
い
。

収
支
額
も
大
き
く
な
っ
た
組
織
の
あ
り

方
の
見
直
し
も
指
摘
し
、
早
急
に
対
処

す
る
よ
う
要
望
し
た
。

☆
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
訪
問
し
た
際
お
会
い
し
た
リ
ン
ド
外
相
が
テ
ロ
に
倒
れ
た
訃
報
に
、
驚
き
と
憤
り
と
悲
し
み
で
混
乱
し
た
。
暴
力
は
民
主
主
義
の
否
定
、
平
和
は
勇
気
が
な
い
と
守
れ
な
い
も
の
だ
と
噛
み
締
め
て
い
る
。（
み
と
こ
）

調布市決算額の推移（市民一人当たり）
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千円

公債費

教育費

消防費

土木費

商工・農業・労
働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

●
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
調
和
小
の
事
業
費
が
あ
る

が
、
民
間
と
行
政
と
い
う
会
計
方
式
が
異

な
る
二
者
を
扱
っ
た
評
価
と
そ
の
算
出
方

法
に
は
問
題
が
あ
る
。
新
規
事
業
で
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
導
入
に
は
慎
重
な
検
証
を
求
め
た
。

●
決
算
参
考
資
料
と
し
て
も
有
用
な
事
務
報

告
書
は
、
決
算
書
と
同
時
期
に
議
会
に

提
出
す
る
よ
う
要
望
。

●
今
後
の
職
員
採
用
に
は
財
務
、
法
務
、
Ｉ
Ｔ

関
連
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
管
理
な

ど
自
治
体
経
営
で
き
る
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
人
材
確
保
を
要
望
。

●
Ｉ
Ｔ
化
の
経
費
が
増
大
し
て
い
る
。
行
政

の
効
率
化
、
導
入
に
よ
る
市
民
へ
の
貢

献
、
適
正
価
格
な
ど
の
把
握
を
要
望
。

●
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
最
新
情
報
案
内
と
し
て
も
有
効
。
転

居
の
際
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
市
民
に
、

四
年
に
一
度
程
度
の
市
内
全
戸
配
布
を

要
望
し
た
。

●
大
町
小
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
と
対
話
し
、
今
後
の
方
針
を
市
民

に
伝
え
る
よ
う
に
要
望
。

●
低
投
票
率
は
市
政
運
営
か
ら
も
問
題
。
未

来
の
自
治
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
政

治
教
育
と
し
て
模
擬
電
子
投
票
を
学
校

で
行
う
な
ど
、
早
く
か
ら
の
民
主
的
選

挙
教
育
を
選
挙
管
理
委
員
会
に
要
望
。

１４年度は、民生費が昨年度に比べ減っていますが、これは、国民年金事務が国に移管さ

れ、国民年金印紙購入代３２億円余りが減少したためですが、深大寺保育園新築事業などもあ

り、構成比は３３％で１位です。教育費は、調和小学校施設など取得も含まれているために増

加しています。調布市は現在総人口が増加していますが、納税者である生産年齢人口は減少納税者である生産年齢人口は減少納税者である生産年齢人口は減少納税者である生産年齢人口は減少納税者である生産年齢人口は減少

し、老人人口は増加しているなかで、市民サービスの維持が難しくなっています。

調布市
には、

これか
ら

税金が
あんま

り入ら
な

くなる
んだ！

来年の
予

算は
どう

する
のか

なぁ？
　大変

だ！
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☆
最
近
凝
っ
て
い
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
サ
ラ
ダ
。
ど
ん
な
野
菜
に
も
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
・
ワ
イ
ン
ビ
ネ
ガ
ー
そ
し
て
香
辛
料
と
塩
少
々
。
こ
れ
で
も
う
イ
タ
リ
ア
気
分
。（
み
と
こ
）

■参加者からの感想

超少子高齢社会を生きていくには

行政まかせで良いのか。市民ひとり

一人が自分の問題として考えていか

なければ･･･。高齢者問題として2010

年問題（団塊の世代が高齢者になる

こと）があることを知った。高齢者の

施設を作ることだけが老人にとって

幸せなのか、疑問に感じました。健康

で自立した生活を送るための、事前

に打てる手配があるのではないか。

このような小さな学習会から、大き

な知恵を学び、今後の生活に役立て

たいと思いました。

　　　　　 染地在住　Ｈ．Ｉ．

元気派学習会のご報告　　　　　　　　　　　　

８/２３　調布市総合福祉センターにて

■調布市の現状と課題

・平成１９年度には高齢者数は約４万人となり、高齢化率は18.7％に増加

・介護保険の要支援、要介護認定者数の割合：平成12年の約2800人から14年

の4700人に増加

・特別養護老人ホーム：15年度、下石原に80人収容、国領に95人程度収容の

新施設を整備

・介護保険サービスの対象者の増加につれ、サービスの量の確保と支出の増

加、一方で保険料滞納者も増加し、今後の深刻な課題

介護保険の維持には介護予防のための健康政策が重要という考えに

立った第二期計画の重点施策（下図）高齢者の意思を尊重しながら、周囲

による「ソフトな見守り」、「ゆるやかな働きかけ」、「異常を察知して通

報」などができる体制作りが平成１５年度から開始します。例えば、布田

老人憩いの家では地域ボランティアに支えられた様々な集まりが毎週あ

り、シルバーピア調布染地集会室では、月2回ふれあいランチが行われて

います。生き甲斐を持って健康で暮らせる社会を支える、この様な市民力

に対し、行政の積極的支援の必要性を強く感じました。

講師の説明に熱心に聞き入る参加した人たち。

　調布の福祉を知ろう！私らしさを大切に、高齢者にとって
住みよいまちづくりとは

老人保健福祉高齢者計画と介護保険事業計画を統合した「調布市高齢

者総合計画」が平成１５～１９年度までの５年間について改定されまし

た。私たち自身のこれからについて一緒に考え、学び、提案につなげる

ために、市の高齢福祉課長の荻原さんを迎え、この総合計画について説

明していただきました。

７０才になっても、８０才になっても、ずっと元気で、ぼくらしくいたいなぁ。
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７月 ３ 幹事長会

4-5 市川房枝記念会政治参画セミナー（住基
ネット）

5-6 全国自治体議員行財政研究会

６ 長野県人会

10 われもこう見学

11 環境保全審議会

12 武蔵境通住民協議会

15 ごみ懇談会傍聴

17 土木学会シンポジウムパネラー参加

18 日本福祉のまちづくり学会（高崎）

20 調布市花火大会

26 国際公会計学会（名古屋）

28 交通技術セミナー

29 議会改革協議会・河川改修促進大会

30 都市農政推進協議会総会

31 スウェーデン「スヌーズレン」について
の講演会

８月 ３ AIDS文化フォーラムin横浜

４ 調布駅南口にて、会報配布

６ 調布まちづくりの会例会

７ 少人数学習検討会傍聴・ふれあいトーキ
ング（深大寺地域センター）

８ 議会報告会

11 シダックス（都市対抗野球）激励会

21 調布市ボランティアＮＰＯ支援センター
開設準備協議会傍聴

22 教育委員会傍聴

23 元気派学習会

24 相互塾（武田英子さん「海を渡った人形」）

26 総務委員会・議会改革協議会

28-29 自治体学会全国大会（大津）

30 国際公会計学会全国大会（中央大）

31 防災訓練（調和小）

９月 １ 幹事長会

４ 少人数学習検討会傍聴

５ 議会運営委員会

７ 市民体育祭開会式・元気派運営会議

9-24 ９月議会開会

10 模擬電子投票参加

13 調布っ子夢会議傍聴

15 敬老会

16 ごみ懇談会傍聴

21 ユニホッケー市民大会観戦

26 議会改革協議会

28 武蔵境通住民協議会

29 少人数学習検討会傍聴

30 ＪＩフォーラム

みとこの活動日誌

☆
Ｆ
Ｃ
東
京
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
た
ペ
コ
ち
ゃ
ん
人
形
が
議
会
控
え
室
で
頑
張
っ
て
い
る
。
試
合
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
の
で
、
せ
め
て
気
持
ち
だ
け
で
も
応
援
し
よ
う
。（
み
と
こ
）

　深大寺保育園完成する！

今までの広さの３倍の1464.7㎡、総工費9

億6千万円をかけ、園児120名の深大寺保育

園が開園されました。深大寺地域では関心も

高かったので、元気派メンバーと施設見学を

しました。シックハウス対策の24時間対応の

換気設備、壁紙など、当初計画になかった施工もあって、経費面で随分苦労さ

れたようです。床暖房の木のフロアは温かい印象で、基本的には子どもに優し

い施設だという印象を受けました。しか

し、地域交流室には床暖房施設はなく、何

とか工夫できなかったのか残念な対応で

す。また、自然が残る土地を生かした園庭

造りを期待していた私たちに奇異に映った

のは、園庭が柵で仕切られていた点です。

年代の違う子どもが一緒に遊ぶと危険とい

う理由のようですが、正直なところ、広々した園庭だけにもったいない気がし

ます。ドアは幼い園児への配慮から用途別にピンク、オレンジなどに色分けさ

れていましたが、家同様に暮らす子どもたちは、トイレや食堂など、すぐ覚え

るはず。むしろ落ち着いた室内にして、木のドアで絵の表示だけあれば問題な

いのではと思いました。人も建物も管理しやすさだけを優先せず、手を掛ける

こと、色彩感覚を養う配慮など、これからの公共施設の課題かもしれません。

木をイメージしたという外観

区切られた園庭

　布田老人憩いの家、わくわくひろばまつりに参加して

８０代の方の熱唱、演奏。会場が一体

になった盛り上がりから、演奏する人

も聴く側も心から楽しんでいることが

伝わって来て、私のほうが元気付けられ

うれしくなりました。また、ボランティ

ア・スタッフとのパートナーシップも

すばらしく、お互いに信頼関係で結ば

れている日常活動の延長線上にこの集まりがあるんだと、すぐに理解で

きました。ただ、多少の椅子の準備はあるものの、畳の大広間に座って

いるのはつらそうだった方々と、建物の老朽化が気になりました。集

まって活動できる場があり、話せる人が居るということは、高齢者の方

にとっては心強く、安否確認や情報交換の場にもなっていることでしょ

う。地域コミュニティーが、市の高齢

者総合計画にある「見守り活動」にも

繋がるものだと実感しました。多くの

ボランティアの方に支えられた元気な

高齢者の方々に接すると、生き甲斐に

繋がる場の提供が市が推進すべき優先

課題であることは確かです。

熱唱に会場から紙テープが飛ぶ。

冴えたバチさばきに会場ら拍手喝采。
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議
会
に
広
域
交
通
問
題
等
対
策
特
別

委
員
会
が
議
員
提
案
で
設
置
さ
れ
る
。

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
以
下
外
環
）
と

京
王
線
連
続
立
体
交
差
事
業
関
連
（
以
下
連

立
）
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

「
大
河
み
と
こ
」
も
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
つ
い
て

今
回
の
議
会
に
は
外
環
整
備
促
進
を
求

め
る
陳
情
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
議
会

で
は
昭
和
55
年
に
全
会
一
致
で
外
環
建
設

に
反
対
の
決
議
を
し
て
お
り
、
今
ま
で
外

環
に
つ
い
て
、
調
査

・

研
究
も
議
論
も
さ
れ

ず
に
き
て
い
ま
す
。

今
回
、
構
造
形
式
が
大
深
度
地
下
方
式

に
変
更
に
な
り
、
関
係
各
市
で
そ
の
対
策

に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場
が
持
た
れ
て
い

ま
す
。
国
は
各
市
に
意
見
を
求
め
て
お
り
、

長
友
市
長
は
外
環
の
有
用
性
は
認
め
る
と

発
言
し
て
い
ま
す
が
、
市
議
会
の
反
対
決

議
や
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
問
題
も
あ
り
、

意
見
を
留
保
し
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
、
こ
の
重
要
な
課
題
に

対
処
す
る
た
め
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

ま
ち
づ
く
り
、
環
境
面
も
含
め
、
調
査
、
研

究
し
、
市
民
の
意
見
を
国
に
伝
え
て
い
き
ま

す
。

国と東京都が平成1５年３月に発表した方針

東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）に関する方針について

  国土交通省と東京都は、1月10日に公表した外環の方向性について沿

線自治体との意見交換等を踏まえ､下記のとおり、外環の方針を定めた。

今後、この方針を軸に地元の意向等を把握し､早期に外環に関する結論を

出していくこととする。

○外環整備は喫緊の課題で１ 日も早い整備が望まれるため､早く、安く

完成できるよう十分考慮し、沿線への影響を小さくする。このため、

・外環本線は、シールドトンネルと３シールドトンネルと３シールドトンネルと３シールドトンネルと３シールドトンネルと３     つのジャンクションつのジャンクションつのジャンクションつのジャンクションつのジャンクションを基本構造

とする。

・トンネル構造は、３ 車線を収容する長距離シールドトンネル２本とし、

外径は約１６ｍに縮小する。

・地上部への影響を小さくするため､極力､大深度地下を活用する。

○インターチェンジについては、今後、地元の意向等を踏まえながら、設

置の有無について検討する。その際、設置要望のあった青梅街道イン

ターチェンジについては、さらに地元の意向を把握していく。その他

のインターチェンジについては、ジャンクション構造の一体的活用に

ついて検討する。

○地元において地上部整備の方向が定まった場合､大深度区間であっても、

地元の意向を踏まえながら、その整備を支援していくものとする。な

お、青梅街道から目白通りについては、地元の意向を踏まえながら､地

上部街路の設置を検討する。

○この方針について、沿線の住民や自治体等の関係者から幅広い意見や

意向を把握するため、模型等を活用したわかりやすい資料や情報の提

供を行う。

関越、中央、東名の３つの高速道路と連絡す
るジャンクションが決まっているほか、主要
な道路にインターチェンジを作るか、につい
ては地元自治体と協議を進めています。

調布では、東八道路と甲州街道にICをつくる場合が検討されてるよ

建物の建設などに影響がない、地下４０ｍもの大深度をシールド工法で通す計画となっています。

外環ジャーナ　

　ルより掲載

▲

▲



元気派市民とみとこの会

みみチャンネル NO.42

7

京
王
線
連
続
立
体
交
差
事
業

連
立
事
業
は
、
平
成
十
五
年
三
月
に
事

業
認
可
が
お
り
た
事
で
、
具
体
的
に
推
進

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
予
定
で
は
平
成
二
十
四
年
に
連

立
事
業
の
完
成
、
平
成
二
十
五
年
に
調
布

駅
前
広
場
の
整
備
終
了
と
な
っ
て
お
り
、

市
民
の
関
心
も
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
連
立
事
業
の
市
の
負
担
金
は
七

十
五
億
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
連

の
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
振
興
、
福
祉
的
視
点

か
ら
の
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
す
べ
て
を

含
め
る
と
巨
額
な
財
政
負
担
を
市
民
に
強

い
る
ビ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
市
の
行

財
政
運
営
の
根
幹
に
も
か
か
わ
る
大
き
な

課
題
で
す
。

事
業
主
体
は
都
で
、
京
王
電
鉄
が
関
わ

り
ま
す
が
、
工
事
期
間
も
長
く
、
駅
前
広
場

も
地
下
化
に
よ
り
出
さ
れ
る
土
砂
の
搬
出

で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
経
費
負
担

等
か
ら
も
、
ま
た
、
市
民
生
活
に
直
接
・
間

接
的
に
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
か

ら
も
、
市
議
会
で
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て
、

予
算
審
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
調
査・

研
究
体
制
を
充
実
し
、
審

議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
最
近
愛
用
し
て
い
る
の
は
、
実
篤
記
念
館
の
し
お
り
で
す
。
透
明
で
、
実
篤
氏
の
絵
が
あ
り
、
利
用
し
や
す
い
上
に
洒
落
て
い
ま
す
。
も
っ
と
皆
が
手
に
入
り
や
す
い
所
で
扱
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
お
奨
め
で
す
。（
み
と
こ
）

工事は、線路をそのままにして、地下で進められます。

調布駅の整備調布駅の整備調布駅の整備調布駅の整備調布駅の整備
案の一つの例。案の一つの例。案の一つの例。案の一つの例。案の一つの例。
国、都、学識経
験者や地元商業
者等を交えた駅
前広場研究会で
いくつかの案が
検討されていま
す。

この案では、南北のバス

ターミナルがひとつにま

とめられ、南口の広場空

間が広く確保されてるね
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元
気
派
ひ
ろ
ば

次
の
議
会
は
十
二
月
九
日
頃
か
ら
の
予
定
で
す
。
大
河
み
と
こ
は
一
般
質
問
を

行
い
ま
す
。
是
非
傍
聴
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。(

Ｔ
Ｅ
Ｌ0424-81-7291

）

当会は市民による調布のまちづくりを目指して活動しています。
みなさんも当会に入会して、これからもずっと住み続けたいまち・調布にしていきましょう。

会費(年)一口1,000 円　       何口でも結構です！
会費及びカンパは郵便振替にても受け付けております。
口座番号00180-5-577951

加入者名「元気派市民とみとこの会」

次の活動を行います
1　懇談会、講演会の開催
2　会報、パンフレットの発行
3　その他

※「みみﾁｬﾝﾈﾙ」購読のみ希望の方も事務所までご連絡ください。

　

☆
編
集
後
記
☆

☆
秋
が
深
ま
っ
て
い
く
。
大
好
き
な
朝
顔

の
種
が
熟
す
。
次
の
夏
に
ま
た
会
お
う

ね
。（
ち
え
み
）

☆
夜
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
一
年

が
過
ぎ
た
。
深
大
寺
と
植
物
公
園
の

回
り
を
約
二
周
、
夜
の
木
や
花
は
綺

麗
だ
け
ど
、
あ
た
り
は
ち
ょ
っ
と
こ

わ
い
。（
ち
は
る
）

☆
息
子
が
二
十
歳
に
な
っ
た
。「
自
立
し
な

く
ち
ゃ
」
と
い
う
気
配
が
。
い
つ
も
「
自

立
し
ろ
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
淋
し
い

想
い
が
。（
ま
さ
こ
）

☆
大
型
公
共
事
業
が
動
き
出
し
、
ま
ち
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
。
私
た
ち
は

「
ど
ん
な
ま
ち
に
住
み
た
い
の
か
」
、
も

う
一
度
再
確
認
が
必
要
な
時
期
に
な
っ

た
。（
み
と
こ
）

☆
財
政
難
の
折
、
調
布
市
も
、
め
り
は
り

の
あ
る
お
金
の
使
い
方
を
し
て
欲
し

い
。
我
が
家
も
そ
う
な
ん
で
す
が

・・・

。

（
み
ふ
ゆ
）

●
み
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
お
近
く
の
方
に

配
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　

TEL0424-88-4137

●
元
気
派
市
民
と
み
と
こ
の
会
の
事
務
所

は
毎
週
月・

火・

木・

金
の
10
時
か
ら

16
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。お
見
え
に

な
る
方
は
予
め
お
電
話
く
だ
さ
い
。

伝
言
コ
ー
ナ
ー

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

genkiha@ops.dti.ne.jp

●日本福祉のまちづくり学会高山大会に参加して

観光都市・高山市で開催

された大会では、会議で学

んだ以上に、宿泊したホテ

ルや買い物先の店員さん、

そして、接した高山市民の

方々から、誰にも優しいま

ちづくりとは何か教えられ

た。障碍を持った方も、

誰もが安心して旅行が出来るまちづくりが、道路

のバリアフリー化等だけではなく、一つひとつの

接遇の中に、自然ににじみ出ていた事に感動した。

●土木学会主催「合意形成プロデュース・コンサルタ

ントの役割」のシンポにパネラーとして参加する！

公共事業を進める

際の合意形成につい

て、市民代表として事

業者、学識経験など

様々な立場の人と意見

交換しました。公共事

業は利害も絡み、合意取り付けが困難ですが、コンサルタント

の役割として「初めに事業ありき」ではなく、市民意識を持っ

て、中立的な立場から、表題にあるように合意形成プロデュー

サーとしての役割を担って欲しいと強く思いました。

☆
鬼
太
郎
茶
屋
が
深
大
寺
門
前
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
歩
い
て
い
け
る
の
で
、
楽
し
み
で
す
。
是
非
食
べ
て
み
た
い
の
が
「
目
玉
お
や
じ
の
栗
ぜ
ん
ざ
い
」
。
ど
ん
な
だ
ろ
う
？
（
み
と
こ
）

身近な野草で編むミニかご身近な野草で編むミニかご身近な野草で編むミニかご身近な野草で編むミニかご身近な野草で編むミニかご

作りとおしゃべりの会作りとおしゃべりの会作りとおしゃべりの会作りとおしゃべりの会作りとおしゃべりの会

　１１月１９日（水）

　午前１０時～１２時

　深大寺地域福祉センター

　　　第一集会室

　材料費　２００円

※申し込みは元気派市民とみとこの

会事務所(0424-88-4137)まで。

行って
来まし

た！

会場で市職員も研修で参加。感激。

土木会館講堂で、「合意形成」について熱い議論に沸く。

元気派ミーティング

　（議会報告会）

１１月１３日（木）

19：00～ 20：30
深大寺地域福祉センター

　　第一集会室
������������� �������������������������������������������


